
ＴＡＫＡＭＡＴＳＵプロジェクト~Ｍake  your　dream　take　wings~
目的：「大学卒業後にどのように生きていくか」までを見通しながら、自分の進路実現に向けて、どのように現在を生き、どのような未来を築いていくのかを考えて周囲と協働して行動できる生徒を育成する。
　※キャリアプラン＝進路意識高揚策（キャリア学習と課外活動など含めた総合学習）とサクセスプラン＝学習支援策が相乗的に活きる教育活動を行う。　
　　（学力があってこその進学、人間力があってこその学力）

（現行行事） キャリア学習 目的 教師の活動
総合
コマ

試験 目的
指導方針、分析の活かし方
など

３
年
次

４月 上旬

授業において
知識吸収科目と「演習」科目

双方の意義を
意識させて取り組ませる

年度当初指導 2 実力テスト
３年スタート時点の学
習状況・内容定着の確
認

中旬
キャリアプラン
進路希望調査

・希望を集約し生徒の進路意識を把握し、
指導に生かす。
・ＰＴＡ総会資料とする。

進研
記述模試

２年次３月の取り組み
状況の確認

下旬
河合プライム
ステージ

５月 上旬

中旬 南信総体

下旬 ＰＴＡ総会
第１
回
考査

家庭学習
重点週間

全統
記述模試

学習習慣再確立状況・
内容定着の確認

授業を通した新しい知識の
吸収と、演習を通した知識
活用力（考える力）の向上
とにバランスよく取り組む
ことで相乗的に学力向上と
なることを意識させる。

６月 上旬
県大会

芸術鑑賞
CM

進研
マーク模試

４・５月の取り組み状
況の確認

中旬 北信越大会

下旬 高松祭
キャリア学習の集大成として
高松祭の運営を完遂させる

２
×３

７月 上旬
第２
回
考査

進研
記述模試

学習習慣再確立状況・
内容定着の確認
１学期の評定等確定

５教科全てに取り組めてい
るか、行事の中心となりな
がらも学習習慣が維持でき
てきたか、確認する。

中旬 進路講演会
この時期に何をすべきかを学ぶ。
入試を勝ち抜く力や覚悟をもつ。

・前年度のうちから何を生徒に伝えたいか
を協議し日程、講師を検討する

3

教科別学力の定着度を明ら
かにし、夏休みに第１志望
校合格へ向けて何をすべき
かをつかむための模試とし
て臨ませる。

下旬
二次試験科目強化　スタート

５教科とも
特編授業（補習）

１
×５

全統
マーク模試

入試への基礎力の完成
度確認

８月 上旬 O.C
全統
個別模試

中旬 補習

下旬
地歴公民・理科

放課後補習スタート
全統
記述模試

９月 上旬 センター試験志願票
・必要な書類を正しく、丁寧に、期限まで
に書く姿勢を育てる。

中旬 信大入試説明会 2
共催
マーク模試

第１志望校の妥当性見
極め

下旬
第３
回

１０月 上旬 ＣＭ
クラスの団結力、協働力を完成させて

受験力に生かす。
共催
記述模試

第１志望合格へ向けて
優先して補強すべき科
目分野を確認

センター試験とのドッキン
グ資料として重要。

中旬 教育懇談会
全統
記述模試

センター試験とのドッキン
グ資料として重要。

下旬
全統
マーク模試

志望校の合格目標点と
の差を確認し、本番ま
での計画を具体化する

１１月 上旬
全統
個別模試

中旬

下旬
全統
センタープレ

１２月 上旬
第４
回

↓・行事ごとに必ず、事前学習（目的提示＆調査学習など）、事後学習（感想・振り返り記入）を行わせる。
↓・職員会議で、事前に目的と計画を提示し、事後に生徒の振り返りを含めて実施内容を報告する。
↓・生徒には全ての活動について記録を取らせていく。（校外活動、資格取得なども）

＊このプランはあくまでも三年間の教育活動の全体的な流れであり、基本となるものです。個々の活動を規定するものではなく、目標に向けての、生徒の学びおよび教員の教育活動の、見取り図的なものです。
キャリアプラン（進路意識高揚策） サクセスプラン（学習支援策）

教師の活動
上位層　　中下位層

ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト

受験向け

学習サイクル

確立

＆

１年後の

大学生活を

イメージする

組織運営（集団を

動かす）経験による

モチベーション・知識欲

の向上

後
期
試
験
ま
で
粘
り
強
く

目
標
を
下
げ
な
い
精
神
力
が
将
来
の
力
に
。



中旬 センター対策強化

下旬

１月 上旬 慰霊式

中旬 センター試験 センター試験/学力評価テスト

下旬 国公立二次試験対策（仕上げ）

２月 上旬

中旬

下旬

３月 上旬 卒業式

中旬

下旬

進路実現！


